
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この広報誌は、田園調布中央病院と患者さまが 

一体となって、病気やけがと闘うために少しでもお役に

立てるよう、スタッフ一同が心をこめて皆さまへお送りする

情報誌です。 

医療法人社団七仁会田園調布中央病院 

〒145-0071 

東京都大田区田園調布 2-43-1 

ＴＥＬ：０３（３７２１）７１２１ 

田園調布中央病院ホームページ 

http://denenchofu-hp.jp/ 

発行：田園調布中央病院 広報委員会 

診療科目 

内  科 （一般・リウマチ・膠原病・呼吸器・消化器） 

外  科 （一般・消化器・呼吸器外科・肛門 内視鏡外科） 

整形外科 （一般・骨折・各関節痛・ひざ・骨粗鬆症） 

眼  科 （一般・白内障・網膜剥離・緑内障） 

泌尿器科・循環器内科・皮膚科・疼痛外来 

形成外科・脳神経外科 

予防接種（肺炎球菌・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・MR・麻疹・風疹・ 

破傷風・おたふく風邪・肝炎）※対象 15歳以上 

ウエルネス外来（要予約）※自由診療 

受付時間 

【午前】８：００～１２：００ 【午後】８：００～１６：３０ 

診療開始 

【午前】９：００～      【午後】１４：００～ 

◆診療科により受付・診察時間が異なる場合が 

ございます。詳細につきましてはお電話、受付まで 

お問い合わせ下さい。 

面会時間 

１１：００～２０：００（面会時間は他の患者さまにご迷惑の 

かからないようお守り下さい。） 

病院理念            

支える医療を実践する 

 

基本方針            

・救急・急性期医療に全力で取り組む事で、 

命を支えます。 

・地域の方々と共に地域医療へ貢献する事で、 

地域を支えます 

・疾病の早期発見・予防に努める事で、 

健康を支えます 

 

患者様の権利           

 当院では患者様の 

１．良質で公平な医療を受ける権利 

２．医師による説明を受ける権利 

３．医療を選択し自己決定する権利 

４．プライバシーを尊重される権利 

５．事故情報の開示を求める権利 

６．個人情報を守る権利 

患者様の権利を尊重し安全で良質な医療の

提供を行うために患者様のご協力をお願い

いたします。 
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 広報誌 

TOPICS 

・ インフルエンザワクチン接種を 

  受けましょう。 

・ 公開医療講座のご案内 

・ 病棟患者満足度調査結果 



 

 

 

 

 

インフルエンザワクチンには接種を受けた人を守る個人防衛の側面と、社会全体へのインフルエンザ蔓延を 

防ぐ集団防衛の側面とがあります。まずワクチンの有効性について考えてみましょう。 

 ワクチンの有効性は以下の式で定義されます。 

ワクチンの有効性＝ （ワクチン非接種者の発病率）－（ワクチン接種者の発病率） 

          （ワクチン非接種者の発病率） 

   ＝ 1－（ワクチン接種者の発病率） 

    （ワクチン非接種者の発病率） 

   ＝ 1－相対リスク 

 

具体的な例で見てみましょう。たとえば全校生徒 550 人の高校でインフルエンザワクチン接種を行い、500

人が接種を受けたとした場合、接種率は 91％となります。接種を受けた 500 人のうち 30 人が発病し、接種を

受けなかった 50 人のうち 10 人が発病したとしましょう。接種を受けた人の発病率は 6％、接種を受けなかっ

た人の発病率は 20％ということになります。この事例でのワクチンの効果を図示すると以下のようになります。 

 ワクチンの有効率と相対リスク(図表１) 

 

 

 

 

 

上記事例は「ワクチン接種を受けないで発病した人の 70％は接種を受けていれば避けられた」ということを意

味します。「ワクチン接種は発病リスクを 0.3 に下げる」と言い換えることもできるでしょう。インフルエンザワ

クチンの有効性は、対象者や、何を目標とするかによって異なりますが、米国予防接種諮問委員会では以下のよ

うにまとめています。 

 インフルエンザワクチンの効果(図表２) 

 

 

 

 

 

(図表 1)(図表 2) 板村繁之 インフルエンザワクチンの有効性、有効期間について 

泉孝英、長井苑子編 医療者のためのインフルエンザの知識 医学書院 2005 年 より引用、一部改変 

65 歳未満の健常者では、ワクチン接種によって発病リスクを 1/3～1/10 まで低くできます。一般高齢者で

は入院リスクを 2/3～1/3 に低下させ、よりリスクの高い老人施設入所者でも入院リスクを 1/2 に、死亡リス

クを 1/5 に低下させます。 

 

また、インフルエンザワクチン接種を受けた人が多くなると、その社会集団での発症者が減り、ワクチン接種

を受けていない人もインフルエンザにかかりにくくなります。これを集団免疫と呼びます。身の回りの高齢者や

乳幼児などを感染から守る意味合いにおいても、ワクチン接種を受けましょう。 

0.3 

副院長・総合診療科部長 石田順朗 
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接種 500 人 

非接種 50 人 

発病者 
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今年度のインフルエンザワクチン接種について 
 

本院小児科の閉鎖にともない、従来、小児科が専従で実施していたインフルエンザワクチンの接種を、 

各科に分散して実施します。新方式への移行にともなう混乱を可能な限り避けるため、以下の取り組みを 

行っています。患者様にはご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

電話による事前予約をお願いいたします 

予約電話番号 0120-925-033 （担当 医事課） 

ご予約のない場合、一般外来での接種となるため長時間お待たせする場合がございます 

一般外来が混雑している場合、当日の接種をお断りする場合がございます 

接種期間：  平成 26 年 10 月 1 日より平成 27 年 1 月 31 日 

対象年齢：  当院では高校生以上のみ実施します 

インフルエンザ予防接種料金 3,800 円（税込） 
65 歳以上で、居住地の自治体発行の補助付予診票を使用の場合 2,200 円（税込） 

 

※詳細は受付にてお尋ね下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 18 回 公開医療講座のお知らせ 

『腰痛を防ごう！』をテーマに 

公開医療講座を開催いたします。 

開催日時 

10 月 28 日（火） 

10:00〜11:00 

会場 

野村證券 田園調布支店 ラウンジ 

〒145-0071 東京都大田区田園調布 2-62-3   

TEL 03-5483-2011（代表） 

定員 20 名 

多くの方が悩んでいる腰痛。 

原因は日常生活やスポーツなど多岐にわたります。 

理学療法士による腰痛予防の講和と体操で未然に防ぐ 

方法を一緒に学びませんか。 

田園調布中央病院では地域のみなさまに身近なテーマを

中心に開催しております。 

無料でどなたでもご参加いただけます。 

お申し込み・お問い合わせ 平日 9:00〜16:30 土曜日 9:00〜12:00 お電話（03-3721-7121） 

総務課 中井迄ご連絡ください。定員になり次第締め切らせていただきます。 
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         看 護 部 

例年実施している患者満足度調査を、本年も７月１日～31 日の 31 日間行いました。 

アンケート用紙 126 枚配布し、116 名の患者様から有効回答が得られました。 

貴重なご意見ありがとうございました。今回得られた結果を一部抜粋して紹介させていただきます。 

職員（医師・看護師）・病院への満足度 

・先生はじめ看護して下さる皆様が優しく親切で感謝しております。 

・担当看護師さんが決まっていたので、色々相談できたのが良かった。 

❖ありがとうございます。今後も患者様が安心と満足の得られる医療・看護が提供出来るよう、 

より一層努めていきたいと思います。 

・同室者、隣室他の話し声、物音が気になりました。 

❖ご指摘ありがとうございます。建物の構造や他の患者様の状態により声や物音が響くことがございます。 

患者様の病態･状況による適切な病室配置や看護スタッフによる物音がないように努めていきます。 

・内装は一応きれいだが、壁紙が剥がれていたり、汚い所がある。 

❖申し訳ありません。老朽化に伴い修繕しなければならない所が多々見受けられます。 

可能な限り、随時修繕していきたいと考えております。 

患者様からのご意見 

 


